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サポートしているプラットフォームサポートしているプラットフォームサポートしているプラットフォームサポートしているプラットフォーム    

    

Windows – Windows XP（SP3 以上) / Vista / 7 32bit 版 および 64bit 版 

MacOS – Mac OS X 10.5(Leopard), 10.6(Snow Leopard) , 10.7(Lion)。但し、Amira は 32bit アプリケーション

として動作します。 

Linux – Red Hat Enterprise Linux 5.5 x86_64版または同等のもの。他のディストリビューションでも動作します

が、RHEL 以外は保障いたしかねます。 

 

AmiraDEVAmiraDEVAmiraDEVAmiraDEV 拡張機能拡張機能拡張機能拡張機能((((開発版開発版開発版開発版))))の必要条件の必要条件の必要条件の必要条件    

 

Windows – XP / Vista / 7 32bit 版 では Microsoft Visual Studio 2005 (VC++ 8)  

XP / Vista / 7 64bit 版 では Microsoft Visual Studio 2008 (VC++ 9) 

MacOS –  gcc 4.2.x 

Linux – RHEL 5.5 : gcc 4.1.x 

 

ハードウェアハードウェアハードウェアハードウェア    

 

ハードウェアの必要条件ハードウェアの必要条件ハードウェアの必要条件ハードウェアの必要条件    

  

SSE2 をサポートしている CPU(Intel Pentium 4 以降)、MacOS においては Intel CPU 

 主記憶 2GB 以上 

 OpenGL2.0 以降をサポートしているグラフィックカード 

 幾つかの表示モジュールは次の shader を必要とします。 

  GL_ARB_shader_objects 

GL_ARB_shading_language_100 

GL_ARB_fragment_shader 

GL_ARB_vertex_shader 

 

推奨するハードウェア推奨するハードウェア推奨するハードウェア推奨するハードウェア    

 

CPU – クロック 2GHz 以上のマルチコア(MacOS においては Intel CPU) 
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 主記憶 - 4GB 以上 

 グラフィックカード – nVidia 製の Quadro FX シリーズでメモリ 512MB 以上 

 

表示と処理の高速化表示と処理の高速化表示と処理の高速化表示と処理の高速化    

 

マルチスレッド処理モジュールマルチスレッド処理モジュールマルチスレッド処理モジュールマルチスレッド処理モジュール    

計算処理モジュールが、マルチ CPU 上で並列処理されるようになりました。複数のコアにより、パフォーマンスが向

上されます。Edit/Preference ダイアログの Performance タブで、いくつのコアを使用するかを設定することが可能で

す。 

- Digital Image Filters:Digital Image Filters:Digital Image Filters:Digital Image Filters: Noise Reduction Minimum, Noise Reduction Maximum, Unsharp Masking, Laplacian 

Edge Detection, Noise Reduction Median, Gaussian Smoothing, Sobel Edge Detection, Equalize, 

Edge-Preserving Smoothing, Noise Reduction Non-Local Means, Resampling/Low Pass, Intensity Remapping, 

Brightness/Contrast, Statistical Feature Detection, Lighten/Darken  

- Compute mocules:Compute mocules:Compute mocules:Compute mocules: Isosurface、SurfaceGen、Arithmetic、Resample 

 

非同期のファイルロード非同期のファイルロード非同期のファイルロード非同期のファイルロード    

多くのファイルフォーマットが独立したスレッドでロードされます。ファイルの読み込み中に、GUI を操作して、別のフ

ァイルを読み込む事が可能です。 

 

非同期のレンジ処理とヒストグラム処理非同期のレンジ処理とヒストグラム処理非同期のレンジ処理とヒストグラム処理非同期のレンジ処理とヒストグラム処理    

データオブジェクトにおいて重要な属性は、そのデータレンジです。多くのモジュールが初期処理に使用します。そ

れに加えて、Segmentation Editor や MultiPlanar Viewer そして新しい Colormsp（次頁参照）はデータのストグラムを

使用します。Amira5.4 では、ヒストグラムとレンジデータの処理中に、ユーザーは作業することが可能です。 

 

SurfaceSurfaceSurfaceSurface とととと TubeTubeTubeTube の高速レンダリングの高速レンダリングの高速レンダリングの高速レンダリング    

SurfacesSurfacesSurfacesSurfaces SurfaceView は新しいハードウェアのレンダリング技術により高速化されました。最新の NVIDIA のグラフィ

ックカード上で、Draw Style を Shade に設定し Vertex normals オプションを使用した場合のパフォーマンスは 40-70

倍向上ました。Triangle normal を使用したとき、または transparent レンダリングを使用したときのパフォーマンスは

最大 30 倍向上しました。    

Tubes Tubes Tubes Tubes SpatialGrapha オブジェクトのレンダリングを tube に設定(SpatianGraphView -> Segment style: tubes)した場

合のスピードとレスポンスが向上しました。Tube scale factor は大きなサイズの SpatialGraph オブジェクトでも高速に

処理されます。 

Note:Note:Note:Note:    高速レンダリングには、最近のグラフィックカードが必要になり、グラフィックメモリの消費も増大します。古い

ハードウェアをご利用の場合は、レガシーモードを使用してください（Edit/Preferences/Rendering）。 

 

ユーザーインターフェースコンポーネントユーザーインターフェースコンポーネントユーザーインターフェースコンポーネントユーザーインターフェースコンポーネント    
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Colormap portColormap portColormap portColormap port    

色づけが必要なオブジェクトでは全てカラーマップが使用されます。Amira の表示モジュールは PortColormap を使

ってカラーマップの選択とデータウィンドウの調整を行います。この GUI コンポーネントのユーザビリティが向上しま

した。レンジのスライダーを使用して、データウィンドウの最小値と最大値を設定することが可能です。また、ボクセ

ル値のヒストグラムがカラーマップ上に重なって表示されます。 

 

 

 

OrthoSlice/ObliqueSliceOrthoSlice/ObliqueSliceOrthoSlice/ObliqueSliceOrthoSlice/ObliqueSlice    

Mapping Type ポートのオプションである Liner が削除されました。このモジュールは Port Mapping Type の Colormap

オプション（デフォルトは gray color map）として使用されます。 

 

PoolPoolPoolPool    

プールエリアにいくつかの機能が追加されました。 

- 選択状態がオペレーティングシステムのネイティブスタイルで表示されるようになりました。たとえば、Windows

では、選択状態が青いフレームと半透明の青で示されます。  

- オブジェクトをプールの外にドラッグすると、プールが自動的にスクロールします。 

- Re-Layout ボタンが追加されました。data アイコン（緑）をエリアの左側に配置し、compute モジュール（赤）を

中央部に、そして display モジュール（黄、オレンジ）を右側に配置します。 

 

アプリケーションのスキンアプリケーションのスキンアプリケーションのスキンアプリケーションのスキン    

スキンが新しいカラースキームに改良されました。ボタンとプログレスバーは各々のオペレーティングシステムのスタ

イルで表示されます。 

 

新しいモジュール新しいモジュール新しいモジュール新しいモジュール    

 

BackFaceCorrectionBackFaceCorrectionBackFaceCorrectionBackFaceCorrection    

 

このモジュールは、ブロック面のスキャン像でよく見られるスライスの輝度の偏りを補正します。Segmentation Editor

を使用する場合、ユーザーは、前景（foreground）と、場合によっては背景（background）を各スライスで定義します。

BackFaceCorrection は、ラベリングされた領域を平均のボクセル値で補正したスライスを生成します。 
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ClusuterDensityClusuterDensityClusuterDensityClusuterDensity    

このモジュールはクラスタオブジェクトの座標に対応した輝度を計算します。そのアルゴリズムは選択することが可能

です。クラスタオブジェクトの値から新しい輝度を各クラスタに追加します。 

 

 

Filter NoiseFilter NoiseFilter NoiseFilter Noise----ReductionReductionReductionReduction----NonNonNonNon----LocalLocalLocalLocal----MeansMeansMeansMeans    

新しいフィルタが、ImageFiltersセクションに追加されました。スカラボリュームデータのノイズを低減します。非局所

的な平均値のアルゴリズムが非常に効果的に形状を保ったまま、ホワイトノイズを除去します。このフィルタはCPUと

GPUの各バージョンで実装されています。高速にGPU処理するには、NVIDIAのグラフィックカードがCUDAをサポ

ートする必要があります。したがって、確実に高速処理を実現するには、CUDAをサポートするドライバをインストー

ルしなければなりません。Macのプラットフォームでは、Mac OX 10.6(Snow Leopard)以上の必要があります。 

 

セグメンテーション（セグメンテーション（セグメンテーション（セグメンテーション（Neuro OptionNeuro OptionNeuro OptionNeuro Option））））    

このモジュールは、脳以外の領域をマスク処理して、MRのT1/T2強調画像を抽出するものです。オプションとして、

このモジュールはマスクをサーフェースとしてエクスポートする事が可能です。脳のマスクは可視化と計測に有効で
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す。 

 

改良されたモジュール改良されたモジュール改良されたモジュール改良されたモジュール    

 

DisplayISL/IlluminatedLinesDisplayISL/IlluminatedLinesDisplayISL/IlluminatedLinesDisplayISL/IlluminatedLines    

これらのモジュールは、DEC(Directionally Encoded Colors)という新しいカラーモードを提供します。

IlluminatedLinesは、かつてMesh Optionのひとつでしたが、標準版で使用可能になりました。 

 

SpreadsheetFilter/ SpreadSheetToClusterSpreadsheetFilter/ SpreadSheetToClusterSpreadsheetFilter/ SpreadSheetToClusterSpreadsheetFilter/ SpreadSheetToCluster    

SpreadSheetFilterのOutput optionsであるBoundingBoxとTensorは、SpreadSheetClusterモジュールに移動しました。

ご不便をお掛けしますが、この変更は、旧版との互換性がありません。 

 

ConnectedComponentsConnectedComponentsConnectedComponentsConnectedComponents    

処理結果が、MaterialStatisticsと統合されました。各regionのバウンディングボックスの重心が、BBoxCenterX、

BBoxCenterY, BBoxCenterZとして得られます。 

 

Filament Editor (Microscopy Option)Filament Editor (Microscopy Option)Filament Editor (Microscopy Option)Filament Editor (Microscopy Option)    

 

2D2D2D2D ビューワでのラインレンダリングの高速化ビューワでのラインレンダリングの高速化ビューワでのラインレンダリングの高速化ビューワでのラインレンダリングの高速化    

新しいグラフィックハードウェアを使用すると、2Dビューワ上のラインが3DTubeとして平面上に重なってレンダリング

されます。線の太さとノードの径を、2Dビューワのズームでスケールを調整することが可能です。この新しいレンダリ

ングには、比較的新しいハードウェアが必要です。グラフィックカードが新しいレンダリングをサポートしていない場

合、古いレンダリングの手法が使用されます。 

 

NodeNodeNodeNode----Segment Stepping ToolSegment Stepping ToolSegment Stepping ToolSegment Stepping Tool    

Tool Boxに追加された新しいアイテムは、画像上の選択された任意の点に接する線が2Dビューワ上に表示されて

いる場合、セグメントの点をたどっていきます。 

 

３３３３D graph smoothingD graph smoothingD graph smoothingD graph smoothing    

グラフは、ZYZの各方向で独立してスムージングされます。 

 

QuantifQuantifQuantifQuantification+ Optionication+ Optionication+ Optionication+ Option    

 

VisilogVisilogVisilogVisilog ライブラリバージョンライブラリバージョンライブラリバージョンライブラリバージョン 6.9.2.86.9.2.86.9.2.86.9.2.8 へのアップグレードへのアップグレードへのアップグレードへのアップグレード    

このバージョンは、多孔度やねじれの解析、フラクタル解析を含む多くの新機能に対応しました。 
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その他その他その他その他    

 

Snapshot toolSnapshot toolSnapshot toolSnapshot tool    

アンチエイリアシングに対応しました。また、スナップショット取得時に、CompassやCamera Track Ball のようなガジ

ェットが自動的に非表示になります。もしCompassが必要な場合は、新しいモジュールであるCompassPositionを使

用することで、スナップショットにCompassを追加することが出来ます。 

 

New crash handlerNew crash handlerNew crash handlerNew crash handler    

クラッシュした場合、Amiraは現在のネットワーク状態をSaveする機会を提供することがあります。 

 

TIFF reader for FEITIFF reader for FEITIFF reader for FEITIFF reader for FEI----TIFF filesTIFF filesTIFF filesTIFF files    

FEI FIB-SEM顕微鏡は、独自のタグをTIFFのヘッダに格納しています。このreaderはこれらのタグを解釈し、Y軸方

向の伸縮を補正します。 

 

Qt Qt Qt Qt ファイルの追加ファイルの追加ファイルの追加ファイルの追加    

Developer OptionにQtヘッダとライブラリ（LGPLライセンス）が追加されました。これは、ユーザーのカスタムプロジェ

クトににQtを追加するものです。 

 

新しいデモ新しいデモ新しいデモ新しいデモ    multimultimultimulti----component analysiscomponent analysiscomponent analysiscomponent analysis    

Multi-component analysis のチュートリアルがデモ用のネットワークとセットで追加されました。User’s Guide の Demo

セクションから起動することが可能です。 

 

新しいデモ新しいデモ新しいデモ新しいデモ    small animal imagingsmall animal imagingsmall animal imagingsmall animal imaging    

小動物のイメージング例を User’s Guide の Demo セクションから起動することが可能です。 

 

PPPPerformance logerformance logerformance logerformance loggingginggingging    

Performance logging は、Amira の使用状況や操作のパフォーマンスを収集します。この情報は匿名化され、またユ

ーザーはいつでも無効にすることが可能です。Amira は毎回 Visage Imaging のサーバーに接続しロギングされた情

報を、評価目的で送信します。デフォルトで、ユーザーは、毎回ぱパフォーマンス情報の送信を許可するかどうか

確認されます。 

この情報は、パフォーマンスのボトルネックを判定し、ユーザーのニーズを特定した開発を実現することを目的とし

て使用されます。 

 

Tree ViTree ViTree ViTree Viewewewew    

Tree View インターフェースは、デフォルトでは使用されません。 
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バグフィックスバグフィックスバグフィックスバグフィックス    

私たちは機能の追加と向上だけでなく、問題点やバグの修正にも非常に力を入れてきました。以下のセクションは

それらの抜粋です。 

 

Large dataLarge dataLarge dataLarge data の問題の問題の問題の問題    

Large data読み込み時のいくつかの問題（20または４0億ボクセル以上のデータ）が修正されました。 

 

Quantification+Quantification+Quantification+Quantification+    

Microsoft Visual Studioランタイムライブラリを明示的にインストールしなければ、いくつかのQuantificationモジュー

ルが動作しませんでした。今バージョンでは、プログラムのセットアップ時に同時に必要なライブラリがインストールさ

れます。 

2つのMaterialのあるLabelFieldには、Quantificationのフィルタ処理ができませんでした。バイナリの必要がありまし

た。 

多くの操作でパフォーマンスが改善しました。 

 

Tcl Tcl Tcl Tcl インターフェースインターフェースインターフェースインターフェース    

Measurementモジュールで、コマンドによって結果を得ることが可能になりました。 

Tclコマンドの、clock formatは、64-bit Windows上で動作しませんでした。 

Tclコマンドの、newPortFilenameは新しいオプションとして、ディレクトリの選択が出来るようになりました。 

 

SaveSaveSaveSave    network dialognetwork dialognetwork dialognetwork dialog    

セーブされていないデータをセーブする必要がある場合、<network>-filesの空ディレクトリを選択します。 

ネットワークがPack&Goフォーマットでセーブされた場合、データオブジェクトはAmiraMeshで保存されますが、サブ

ィックス.amが付いていませんでした。 

 

SpreadSheetSpreadSheetSpreadSheetSpreadSheet    

SpreadSheetオブジェクトのShowボタンを押したとき、初期の行の順番が正しくありませんでした。 

Microsoft Office XML export for spreadsheetが壊れていました。 

SpreahSheetからのコピー＆ペーストが正しく動作していませんでした。 

 

CalculusMatlabCalculusMatlabCalculusMatlabCalculusMatlab    

Mac版でのエラーメッセージが正しくありませんでした。 

ドキュメントの how to setup Matlab to work with Amira’xs CalculusMatlab module の箇所が不完全でした。 

Matlabの最初の出力コマンドである”disp”を削除しました。 
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その他その他その他その他    

8bitのMRCファイルをunsigned byteとして、正しく読み込んでいませんでした。 

File/Open Data..時のファイルネームのソートが、オペレーティングシステムの標準に沿っていませんでした。特に、

ファイルネームの先頭の数値が考慮されていませんでした。 

サーフェスオブジェクトをセーブする際に、使用されていない点(unused points)が含まれている場合、Amiraはそれ

らを除去するかどうかを尋ねていました。そこでユーザーがyesを選択し、同時にSurfaceがSurfaceViewで表示され

ている場合、Amiraはクラッシュする恐れがありました。 

SpatialGraphデータオブジェクトで、info portのVectorとEdgesの表記を、NodesとSegmentに変更しました。これは、

コンピュータグラフィック語根と、Filament Editorのドキュメントの表記と不一致により、ユーザーが混乱することを避

ける為です。 

VolumeEditモジュール、SampleScalarFieldそしてFilamentEditorにおいて、入力データのtransformationが考慮され

ていませんでした。 

複数の３D TIFFスタックが適切に読込まれていませんでした。最初のスタックのみが読み込まれていました。 

Annotationモジュールのフォントサイズの変更が、LinuxとMacにおいても可能になりました。 

いくつかのDICOMDIRファイルを読み込む際に、Amiraがクラッシュすることがありました。 

Resampleモジュールで、targetのvoxel sizeがちょうど2倍のサイズで、Box filterを使用した場合、間違った結果を生

成していました。 

 


